
貨物運送事業者の安全運行のための
ＷＥＢセミナー ４

制作・配信／
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シンク出版は事業用自動車を中心に、ＷＥＢサイトと出版物

をメインに安全情報を提供している出版社です。

この度、動画でも安全情報の提供を行うことになりましたの

で、ぜひご視聴ください。

今回も、前回に引き続き、事業用自動車のコンサルティング

を手掛けるＬｐｓ安全企画の町田慶太様に、自動車運送事

業の管理者向けに「行動確認２Ｋ 日常業務実態の見える

化」をテーマに講演をお願いしましたので、ぜひご覧ください。
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行動確認２Ｋ 日常業務実態の見える化
～継続できる安全活動手法～

Ｌｐｓ安全企画
https://www.lps-anzen.com
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管理者向け安全セミナー④



前回の振り返り 未然防止に必要な安全管理スキーム

基本なくして安全なし 安全なくして継続なし 継続なくして成長なし
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行動確認の重要性

・教育を実施したのに事故が減らない

・対策を策定しても同種事故が再発する

・マニュアルを見ておらず運用ルールが定着していない

いくら教育実施やマニュアル策定しても、現地現物で
実践しなければ、せっかくの活動も何の意味もありません

指導した教育・対策の行動が現地現物で取組実践状況を確認して
その行動を追跡確認し、教育・対策の実施率を上げる活動が重要
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現場において活用できるマニュアル

目で視て判断できる行動・手順の策定は行動確認が容易です
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行動確認の目的と手順

■基本（マニュアル等）が日常業務内で実践できているかの確認

・作業員の基本行動と実態行動の確認

・管理者の計画内容と実施状況の確認

■日常業務実態の把握と改善指導化

・作業員：基本作業を現地で実践しているかを実施率で評価

・管理者：計画と実施の比較で運用の実施率を評価

・個人実施率と全体実施率による自己診断できる仕組みづくり

・残課題の見える化により、次年度の活動や目標の設定根拠となる

■行動確認導入で期待できる効果

・できる姿に必要な改善内容の抽出（真因究明→目標）

・できるまでの改善に向けた具体的行動の検討（マネジメント力向上）

点呼場面で確認

7



マニュアルからの見える行動確認
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管理者の行動確認評価例

部門長等が運行配車担当者の行動評価を実施する事例
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ドライバーの行動評価事例

マニュアルで定めたドライバーの守るべきルールを確認した事例
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行動確認結果の見える化

実施率の向上＝発生リスクの低減

７５％

８０％

９５％

平均以上 平均未満

巡回・添乗等で「目で視た状況」を数値化することで意識改善に繋がります
実施率が高い人 他の模範として継続を促す
実施率が低い人 目標を定めてモチベーションを上げていく

２５％の発生リスクが５％に減る
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さまざまな場面の行動確認

行動確認活動で安全課題解決に直結する事故トラブルが多いです
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行動確認のまとめ

教育指導した内容を、現地現物で実施しないと事故・トラブルは減りません

日常業務内で教育指導した内容を、実践していないと意味がありません

添乗巡回等の「見張り番機能」があれば、安全に対する行動が変わります

結果は個々の実施状況を営業所等と比較できると理解が進みます

理解すると行動（意識）は変わり、結果定めた業務の基本に繋がります

事故トラブルを減らすためには、行動確認スキーム導入が近道です13



次回は、改善継続のＫ：有効性・効果の追求をご説明します

基本なくして安全なし 安全なくして継続なし 継続なくして成長なし
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本セミナー受講特典

【事務局】 シンク出版株式会社
メール contact@think-sp.com

電話番号 ０６－６８０９－１９８９

下記事務局に「アンケート入手希望」のメール送信

事務局に「アンケート送付」

Ｌｐｓ安全企画から「受講修了証」をＰＤＦで送付します
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次回の安全管理者セミナー⑤

「改善継続３Ｋ 有効性・効果の追及」

お楽しみに！
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